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さくらぎ街が誕生 

ＵＲ都市機構では、五本松交差点北西の地（第４中学校の西

側）に、さくらぎ街を建築し、従来からＣ地区にお住まいの方

を１０月中に受け入れ、新しい入居者の募集も始めています。 

Ｃ地区には約７００世帯の方がお住まいでしたが、今回転入さ

れる方（戻り入居者）は１５０世帯強とのことですので、Ｃ地

区から５００以上の世帯が転出されたことになります。 

 

写真は建設中のさくらぎ街 

（Ｃ２０棟より写す・右は７丁目の新住宅） 

 

 

 

 

変
貌
す
る
Ｃ
地
区 

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
話
で
す
と
、
さ
く
ら
ぎ
街
の
建
築
で
従
来
の

公
団
の
住
宅
は
取
り
壊
し
、
土
地
を
民
間
に
売
却
す
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
既
に
Ａ
・
Ｂ
地
区
で
行
な
わ
れ
て
い
る
民
間
で
の
造

成
工
事
が
こ
の
Ｃ
地
区
で
も
始
ま
り
ま
す
。 

取
り
壊
し
と
売
却
は
本
年
十
月
以
降
、
約
１
年
間
の
計
画
で
実

行
さ
れ
ま
す
の
で
、
二
年
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
環
境
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

当
五
常
校
区
で
は
、
従
来
か
ら
の
住
宅
地
で
は
高
齢
化
の
進
展

と
世
帯
交
替
が
進
行
す
る
一
方
、
社
宅
の
土
地
売
却
に
よ
る
民
間

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
で
若
い
世
代
の
住
民
が
増
加
し
、
年
代
的

に
も
構
成
が
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。 

Ｃ
地
区
の
再
構
築
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
構
成
の
変
化
に
更
に

拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
努
力
で
地

域
と
し
て
の
一
体
化
を
推
進
し
、
校
区
と
し
て
の
地
域
力
の
向
上

に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。 

Ｃ
地
区
の
再
構
築
に
伴
う
当
面
の
課
題
は 

工
事
期
間
中
の
安
全
対
策
と
小
学
校
西
門
の
道
路
の
確
保
で
す
。 

広
い
範
囲
が
無
人
の
地
と
な
り
ま
す
の
で
、
防
犯
対
策
が
不
可

欠
で
す
。
ま
た
、
通
行
の
多
い
地
域
で
す
の
で
交
通
安
全
面
で
の

配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
、
西
門
に
至
る
道
路
は
整
備
公
団

の
所
有
で
す
の
で
、
そ
れ
が
使
え
な
く
な
る
と
西
門
の
利
用
が
出

来
な
く
な
り
、
通
学
だ
け
で
な
く
、
避
難
路
に
つ
い
て
も
再
検
討

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 
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数
値
が
語
る
校
区
の
変
化 

Ｃ
地
区
の
人
口
減
少
を
七
丁
目

や
八
丁
目
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
よ
る
人
口
増
で
カ
バ
ー
、
全
体
と

し
て
は
十
五
年
比
約
二
百
人
弱
の

減
少
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二

年
後
に
は
Ｃ
地
区
の
再
開
発
で
世

帯
数
が
急
増
、
人
口
八
千
人
以
上
の

大
校
区
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

人口推移（４月現在）
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15年度

１６年度

１７年度

１８年度

 
10.00%

12.00%

14.00%

16.00%

18.00%

20.00%

22.00%

24.00%

６５歳以上 16.50% 16.40% 15.90% 16.40%

１８歳未満 19.30% 19.40% 18.60% 19.30%

15年度 １６年度 １７年度 １８年度

 

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
割
合
が

そ
れ
程
増
加
せ
ず
、
逆
に
十
七
年
度

以
降
十
八
歳
未
満
の
割
合
が
増
加

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。 

転
出
入
に
伴
う
人
口
増
と
年
令

構
成
の
変
化
に
対
応
し
て
、
校
区
の

新
し
い
方
向
づ
け
と
対
策
が
要
請

さ
れ
て
い
ま
す
。 

公
園
の
美
化
と
活
用
を 

今
年
は
、
活
動
の
一
環
と
し
て
公
園

の
美
化
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
校
区

内
に
は
、
以
楽
園
公
園
を
は
じ
め
、
市

が
管
理
す
る
十
一
の
都
市
公
園
が
あ
り
、

三
つ
の
公
園
で
は
愛
護
会
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
愛
護
会
が
な
い
処
で
も
自

治
会
の
区
域
内
の
公
園
は
、
周
辺
の
住

民
の
方
の
配
慮
と
努
力
で
公
園
の
美
化

が
保
持
さ
れ
、
住
民
の
憩
い
の
場
所
と

し
て
、
ま
た
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、 

伊
加
賀
山
公
園
と
北
谷
公
園
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
街
灯
の
設
置
な
ど
防
犯
へ
の

配
慮
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
美
化

と
活
用
面
で
は
課
題
山
積
で
す
。
今
年

は
、
公
園
の
美
化
と
防
犯
の
観
点
か
ら
、

地
面
に
近
い
枝
を
切
り
取
り
、
見
晴
ら

し
を
良
く
す
る
よ
う
に
協
議
会
か
ら
市

に
働
き
か
け
を
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
隣
接
の
自
治
会
の
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
で
美
化
に
努
め
、
憩
い
の

場
と
し
て
の
活
用
に
心
掛
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

編
集
後
記 

さ
く
ら
ぎ
街
の
南
側
の
バ
ス
通
り 

に
歩
道
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
歩 

道
は
枚
方
市
と
都
市
機
構
の
協
力
で 

実
現
出
来
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
に
は 

七
丁
目
に
お
住
ま
い
の
方
の
環
境
に 

対
す
る
強
い
想
い
と
そ
れ
を
受
止
め 

た
自
治
会
長
の
五
年
に
及
ぶ
連
携
プ 

レ
イ
が
あ
り
ま
し
た
。 

環
境
の
改
善
・
整
備
に
は
、
長
期
間 

の
根
強
い
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。 

自
宅
周
辺
の
環
境
は
そ
こ
に
お
住 

ま
い
の
個
人
に
と
っ
て
最
大
の
関
心 

事
で
す
が
、
近
隣
の
方
も
想
い
も
同 

じ
で
す
。
環
境
に
対
す
る
広
い
視
野 

と
譲
り
合
い
の
心
が
必
要
で
す
。 

環
境
の
改
善
・
整
備
は
住
民
の
方 

の
お
互
い
の
理
解
と
分
か
ち
合
い
の 

心
で
実
現
さ
れ
る
も
の
と
の
実
感
を 

し
た
次
第
で
す
。 

（
編
集
子
） 

 

写真は工事中の歩道 


